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会議名 第３回坂出市まちづくり基本構想審議会 

開催日時 平成２８年１月８日（金） 午後１時～３時４０分 

開催場所 坂出市水道局３階大会議室 

出席委員 

尾﨑 健，新谷 五十雄，明石 正子，宮﨑 泰德，河合 博一， 

久保 勝是，國時 忠能，宮川 崇，斉藤 惠子，赤尾 康造， 

木原 光治，土井 智司，中橋 恵美子，大林 貞治，三野 八重子， 

篠原 光一，山本 淳一  

欠席委員 井上 徹，町川 博俊，髙塚 創 

 

会議の経過および発言要旨 

１．開会 

●事務局 

定刻がまいりましたので，第３回坂出市まちづくり基本構想審議会を開会いたします。 

本日は年始のお忙しい中，ご出席を賜り，誠にありがとうございます。 

それでは，開会に当たりまして加藤 副市長よりご挨拶を申し上げます。 

 

(副市長 挨拶) 

 

２．審議 

坂出市まちづくり基本構想素案について 

●会長 

それでは，次第に基づきまして，審議を進めてまいりたいと存じます。 

まず，坂出市まちづくり基本構想素案について，事務局の説明を求めます。 
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●事務局 

  （説明） 

 

●会長 

ただ今の説明について，ご質問・ご意見等はございませんか。 

 

●委員 

２２ページで「持続可能なまちづくりを推進していく」という記載があり，それに

関連する提案を何点かさせていただきたい。 

基本目標３の「健康で安心して暮らせるまちづくり」に関していえば，地域の中小

業者や農林漁業の果たす役割を項目として示しほしい。これらは地域において，様々

な商品やサービスなどを提供して雇用を生んでおり，新たな取引や商品拡大につなが

ることで地域経済が循環していくような地域循環型の社会こそ，これからの坂出にと

って重要なことだと考えられる。 

地域循環型の社会をつくるために自治体が様々な産業施策に取り組んだり，これか

らの自然エネルギーを見直すことで，持続可能な社会を作っていくことにつながると

思う。 

具体的に言えば，４１ページで「農林水産業の振興」と「商工業・サービス業の振

興」とあるが，現状の記述にある役割のみでなく，子どもが犯罪に巻き込まれないよ

うにすることや高齢者の見守りなど，地域で地域を支えるような役割もあるため，そ

ういったことも含めて現状果たしている役割を明記してほしい。 

また，前回，「中小企業振興条例」を入れてほしいと言ったが，資料１でそれに対

する回答ももらっているが，制定する旨の記載がないので，ぜひとも盛り込んでもら

いたい。 

地域の商工業者を支援する意味で各地で住宅リフォームの助成制度が行われている

ため，坂出市でも中小企業を助ける意味でも盛り込んでもらえたらと思う。 

 

●事務局 

中小企業振興条例の制定については，市議会１２月定例会でも議論があった。市と

してどんなことができるのかを議論しているところである。 
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そのため，現状ではまちづくり基本構想に入れる段階ではないと考えている。現在

は，制定に向け議会と前向きに議論しているところである。 

住宅リフォームの助成に関しては，資料１の３ページの１０番に記載してあるよう

に，基本構想では具体的な個々の制度を書き込んでいくのではなく，今後１０年間の

基本的な方針や指針を示すものとして策定するため，ここでは掲載していない。４１

ページの「６．～元気とにぎわいのあるまちづくり～」の（１）②で「空き家の適正

管理を推進するとともに，移住・定住促進のための有効活用を検討します。」と記載

しており，それを受けて個別の制度で検討していくことになるため，ご理解いただき

たい。 

 

●委員 

１０ページの「（２）地方創生への対応」の中で，１億総活躍社会のキーワードが

抜けている。１１ページの（４）では，「厳しい雇用情勢による，非正規雇用やニー

トの若者の増加」とあるが，若者だけでなく中高年層にとっても大きな課題になって

いるため，「若者」の文言はカットしても良いと思う。また，「仕事と子育てなどに

配慮した労働環境」とあるが，合わせて「介護」も追加する必要があると思う。 

１６ページの「（３）少子高齢社会への対応」の中で「子ども子育て支援」とある

が，「子ども・子育て支援」となるので「・」を追加してほしい。また，子ども・子

育て支援に関連して，来年度から坂出市では利用者支援事業がはじまるので，例えば，

親同士が支えあえる居場所の充実，相談体制や拠点の充実などを盛り込めば良いので

はないか。 

また，２４ページのまちづくりの基本目標の中で「少子化対策」や「子育て」とい

ったキーワードがないことが気になる。例えば，「３．健康で安心して暮らせるまち

づくり」の中で「子育て」というキーワードを追加してもよいのではないか。 

まちづくり基本目標の全般の記述に関して言えることだが，大人目線でしか書かれ

ていない。子どもが育つ，子どもが学ぼうとするといった，子ども自身がどういうふ

うに育っていきたいかということを踏まえて，子どもの目線の記述がほしいと感じた。 

３３ページには「（３）児童福祉・子育て世代への支援の充実」とあるが，その内

容の中で，可能であれば「相談体制の充実」や「連携の充実」といった記述を盛り込

んでほしい。 
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●委員 

資料４に記載のあるＪＲ坂出駅北口駅前広場に関して，今後再整備の取組を進める

際は，商工会議所青年部の人にも加わってもらえるようにして，行政のみならず，お

店を出店している人や市内の業者を広く交え，具体的に施策をすすめてほしい。 

また，「緩衝緑地帯については，一層の有効利用を図る」とあるが，機能を強化す

る際は，民間の知恵を入れるような方向でぜひ検討してほしい。 

４４ページのＰＤＣＡのサイクルに関し，検証の具体的な予定等があれば教えてほ

しい。検証の方にも力をいれてほしいと思っている。 

 

●事務局 

ＪＲ坂出駅北口駅前広場の再開発に関しては，にぎわい創出のため，商工会議所青

年部とは連携を進めて行きたい。また，緩衝緑地帯については，坂出北インターチェ

ンジのフルインター化に合わせて行っていくことを考えており，緑を生かしながら，

フルインター化に合わせてどのように進めていければ良いか検討が必要であるため，

民間の声も取り入れていきたい。 

ＰＤＣＡサイクルに関して，４４ページの中で示しているが，まちづくり基本構想

を頻繁に見直しするというのではなく，連動するそれぞれの個別計画の見直しを進め

たいと考えている。 

 

●委員 

４１ページに「（１）移住・定住の促進」とあるが，島根県海士町の例で，若者が

ＩターンやＵターンで帰ってきている状況にある。海士町には自然があって，人間と

人間との関係性の豊かさがあることから戻ってきているような状況にある。 

このことから，坂出市においても自然をはじめとした環境を大事にすることや地域

間のつながりを強化し，自分たちの住んでいる地域を良くしようとする動きを自治体

が支援するようにしていくことが大切だと思う。地域や集落を支援するために，集落

支援隊をつくるとか，行政が地域を支援するシステムをつくることが必要なのではな

いか。 

また，２７ページに記載のある「指定管理者制度」についてお聞きしたい。これは

２００３年に全国的に始まったと思うが，プールの管理で死亡事故につながったとい
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うような例もあり，安全面など含めて，坂出における指定管理者制度の検証や見直し

をしてみることも必要と思うのだが，その辺りを含めてお聞きしたい。 

 

●事務局 

地域の集落やコミュニティに関しては，来年度から新たに共働課を発足し，コミュ

ニティ活動等に関して精力的に活動していく予定である。 

また，指定管理者制度に関して，現在は指定管理者制度で運営している施設はない。

なお，指定管理者制度も単に経費削減のためにやろうとしているわけではなく，民間

の活力を導入し，自由に効率的に運営を進めるために導入するものと捉えている。 

 

●委員 

２２ページのまちづくりの将来像，キャッチコピーは誰のためのものなのか。市が

頑張るものなのか，市民も含めてのものか，その辺りが見えないので，もっと具体的

に見えるようなイメージを盛り込むべきではないか。みんなで目指すものにするのか。 

また，ＰＤＣＡサイクルに関しては例えば，５年後に検討するとか，検証について

の記述がほしい。 

 

●事務局 

キャッチコピーについては，基本構想全般がそうだが，市民と行政の共通の尺度で

目標を共有していこうというものである。 

ＰＤＣＡサイクルについて，基本構想は想定していないといったが，例えば５年で

見直しするなど，今後検討したいと考えている。 

 

●委員 

３５ページの「教職員を育てます」との表現について，市が単独でできないことも

あると思うが，その点はどうなのか。 
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●事務局 

教職員に関しては，坂出市が育てるという面もあるため，こういった表現にしてい

る。 

 

●委員 

４１ページの「さかいでブランド」に関して，農産物の生産体制や加工等を含め，

どのような形で取り組んでいるのか。また，市としてブランド化の考え方について具

体的にあれば教えてほしい。 

 

●事務局 

農林水産業のブランド化に関していえば，まず坂出三金時があるが，ブロッコリー

やレタスを中心に集出荷施設も建設中であり，「さかいでブランド」等まとめて支援

していきたいと考えている。 

 

●委員 

坂出といえは塩づくりであり，塩と坂出三金時等とを加工して土産にして，全国に

発信していくとともに，塩田と健康づくりなども含めて上手く組み合わせていき，様々

な支援していくことが必要なのではないか。名前でブランド化して，あとはみんなで

頑張れではなくて，市として流通や製品化などを見据えた施策があるのか。 

 

●事務局 

坂出三金時などをはじめとしたさかいでブランドの認定を数年前から行っているが，

これを行う大きな目的は，公に様々なツールを使って情報を発信していけるというこ

とがあり，まずは様々な事業者に参加してもらいたいと考えている。 

現在は，さかいでブランドの事業所等が協議会で協議し，どのようにして動いてい

くかの段階であり，市としてバックアップしようと動いている状況である。 

 

●委員 

３５ページの「（１）学校教育の充実」のところで，保育・幼児教育の内容が抜け

ているように思う。また，３７ページに「子ども・子育て支援事業計画」がない。 
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保育・幼児教育の充実というような内容を追加するとともに，保育・幼児教育に関

連する職員の資質向上や，０～５歳の子どもも関わるような内容を追加するように再

考してほしい。 

 

●事務局 

広い意味での学校教育という視点で捉え，子ども全体の育ちとして書かせてもらっ

ており，幼児教育に関しては個別計画の中で書かせてもらっている。ご意見いただい

た０～５歳児までについては，どのように表現するか考えたい。 

 

●委員 

個別計画の中で記載されているということについてはわかったが，学校教育という

書きぶりだけでは，幼保教育の内容も含めていることについて一般市民はわからない

と思うので，検討してほしい。 

 

●委員 

まちづくり基本構想などの計画については，いかに具体化してスピーディに進めて

いくかが重要なので，そこを期待している。 

キャッチフレーズに関しては，以前の審議会で「要衝」の言葉の表現が固いと話し

たが，どうしても使いたいとのことで，おそらく市長のこだわりなんだろうと思う。

可能であれば，資料３にある「②働きたい 住みたい 子育てしたい 共働のまち さ

かいで」という言葉がわかりやすいので，これを盛り込むように検討してほしい。③

で「進化させる」という表現があるが，受動的な言葉は使わない方が良いと思う。 

また，昨日，県議会で高校生議会があり，坂出の高校生の意見を聞いたので，紹介

したい。１人目はテーマを「地元を活性化するために」として，商店街の活性化につ

いて述べている。 

「私の通う坂出商業高校が商店街近くにあるということもあり，みんなの関心が強

いのだと思う。実際，坂出の商店街は昔ほどのにぎわいはなく，年々衰退している。

現に商店街に訪れる人は地元の方や常連の方ばかりで，若い人を見かけない。私も部

活動などで商店街を訪れることはあるが，買い物の目的で向かったことはあまりない。

また，商店街の近くにショッピングセンターやスーパーなどができ，更に人が集まら
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なくなったように思う。坂出商業の学校行事であるセキレでは，元々は学校の体育館

で販売実習を行っていた。商店街の活性化を図るために，開催場所を学校から商店街

に移したが，セキレがある２日間だけ人が集まっている状態だ。 

これらの問題を解決するために，駅から近いことを生かして学校や会社帰りに立ち

寄れるカフェなどの店舗を多く展開し，駅周辺にある各学校があるので，学生が立ち

寄れるお店が１つでもあれば，人を呼ぶことができると思う。 

また，現在あるスタンプカードをより広めるとともに，いろんな人からアイデアを

募り，新たな活用方法を検討し，商店街を利用すればおいしいと思ってもらえるよう

にすれば，人が増えるのでないか。 

最後に，親子連れや家族連れを対象としたサービスを積極的に行うとともに，ヒー

ローショーや親子参加の体験イベントを行うなど，定期的にアクションしていくこと

で，口コミで情報が広がり，人が呼び込めるのではないか。地域を活性化するために

は，若者と高齢者がともに楽しめるまちづくりをしていくことが今後の課題である。」 

２人目は，建築的な視点から「坂出市の商店街を中心とした再開発」を提案したい

としている。 

「商店街の南側を高齢世帯，通路を挟んで北側を新婚世帯や家族世帯の生活環境と

してリノベーションを行う。本校の生徒もそれらの支援を行いたいと考えている。６

０歳の人が１００歳になっても安心して住める家，生活環境を整備することで，人口

減少対策につながり，香川県全体の活性化につながると思う。」 

以上のような素晴らしい意見を出してくれているので，ぜひ高校生を交えたミーテ

ィングをするべきだと思う。 

 

●副会長 

商店街に関して，やはり高校生の意見はありがたい。若い人とタイアップしようと

いう話もしている。 

商店街の大きな起爆剤としては，３月からはじまる瀬戸内国際芸術祭がある。この

時期に商店街に立ち寄ってもらえるような工夫を盛り込むことを企画しており，高校

生にもアイデアを募り，生かしていこうと考えている。空き店舗率が５０％を超えた

ところもあるので，何とかしなければいけないという思いから，商工会議所としても

若い人の意見を取り入れていきたい。 
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３６ページの「（５）国際交流の推進」に関し，サウサリート市との交流が２８年

目になり，子どもたちとの交流は見事に出来ているのだが，経済面での交流が出来て

いない。 

先日，サウサリートの方がこちらに来られたので，経済連携をやろうという話をし

た。具体的には坂出のグッズをサウサリートで販売し，サウサリートのグッズを坂出

のまちなかで販売することを考えており，このことで企業と企業の交流につながるの

ではないかと思う。また，坂出の技術を世界に発信することも考えていく必要がある

と思う。そういったことからも文言として，「経済交流」を追加してほしい。 

また，駅前の周辺整備はこれから行われると思うが，市が考えている計画の中で，

市民団体や関係者が入ってお互いが話し合う必要があると思う。市で考えるだけでは，

机上のプランとなってしまうのではないか。 

さらに緩衝緑地帯については，これこそが坂出の命を奪っていると思う。そういっ

たことから，緩衝緑地帯を活性化させようと考えており，公園を生かして活性化する

ことを考えている。公園で食事したり，ショッピングしたり，散策しながら楽しめる

ことで活性化させていくべきだと思うので，ディベロッパーと連携していく必要があ

るのではないか。また，市内に観光資源は多いのだが，駐車場整備や道路整備が必要

だと思う。 

 

●事務局 

高校生に関しては，ぜひ一緒に取り組みを進めたいと考えている。各高校において

専門分野もあるので，それらを生かして高校生と共働で進めたい。 

駅前の再開発に関しては，まずは関係者を含めて話をする予定であるため，その状

況を踏まえて頂ければと思う。緩衝緑地については，坂出北インターチェンジのフル

インター化に向けて，あの緑をいかに利用して対応できるかということが重要だと思

う。大きな開発は難しいと思うので，できる範囲の中で取り組んでいきたい。 

国際交流に関して，経済交流の話があったが，これは市が主体となってやるのでは

なく，商工会議所等の中で進めてもらえればと思う。 

また，資料３のキャッチフレーズについては，可能であれば，本日の審議会の中で

意見をもらえればと思う。 
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●委員 

資料３のキャッチフレーズに関して，①案で「瀬戸内の要衝都市」とあるが，第１

次から第４次総合計画までの内容に近く，一般化されている言葉でまとめられている

ように思う。②案は市民目線で市民の言葉でまとめられており，③案は主語が抜けて

いるが，市目線の言葉となっている。 

それぞれの目線があると思うが，１０年間使うことも考えて，市民の人がいつでも

言えるようにリズムがあった方が良いと思う。 

 

●会長 

これからの１０年は防災が重要だと思う。２９ページの「（１）防災体制の強化・

充実」の②で記載されている防災訓練については，「市民参加の防災訓練」という言

葉が出てきているのみであり，あとは各種の個別計画に入っていくと思うのだが，学

校や企業，施設での防災訓練についても，内容を盛り込んではどうか。 

資料３のキャッチフレーズについては，②案が良いと思う。 

 

●委員 

私も②案が良いと思うが，「住みたい」よりも「暮らしたい」という言葉を使い，

順番も「暮らしたい 働きたい 育てたい」というような順にしてはどうか。「子育

てしたい」よりも「育てたい」という言葉を使い，子どもを育てる，地域を育てるな

どといった広い意味を持たせてはどうか。 

 

●委員 

キャッチフレーズに関して，第４次総合計画の際は副題もあるので，副題もつける

のであれば，主題と副題をいっしょに検討した方が良いのではないか。 

 

●事務局 

  今回は主題のみで検討したいと考えている。 

 

●委員 

  ②案がわかりやすいので良いのではないか。 
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●委員 

私の立場から言えば「子育てしたい」という言葉を一番先にもってきたいところだ

が，内容とリンクしないので，先ほどお話した「育てたい」といった言葉を用いては

どうかと思う。 

 

●委員 

４４ページのＰＤＣＡサイクルについて，実際の運用では個別計画が重要だと思う

ので，このサイクルを毎年回していくような，個別計画が進化していくという方向に

ならないと実績が出てこないのではないか。進捗状況を反映していくことが重要だと

思う。 

 

●委員 

前回も発言したが，核家族化で子どもが減っている状況にあり，人口が５万人を切

るという状況から，結婚の仲人さんを増やすことが必要だと思う。子育て支援も大事

だが，子どもを産んでもらう手立てが必要だと思う。私の地域でも結婚していない男

性が多い。それらを解消し，結婚できれば，子どもが産まれることにつながる。共働

きであっても子どもを産めるようにするとか，親と同居することで２人，３人と子ど

もを生み育てるなど，もう少しそういった提案も盛り込んでもらえればと思う。 

 

●委員 

親と同居といった意見が出たが，坂出市においても子どもの時代から，おじいちゃ

んやおばあちゃんと住むことの大切さを教育してもらえると良いと思う。健康で長生

きするためにも子どもたちと一緒にいる時間をもつことが大切だと思うので，そうい

った内容を盛り込んではどうか。 

また，３０ページに交通安全の推進についての記載があるが，香川県は交通マナー

が悪いと思う。そういったことも含めて，交通マナーについて追加検討してほしい。

地域安全（防犯）についても，子どもが犯罪に巻き込まれないようにするため，みん

なで子どもを育てるといった内容についても盛り込んではどうかと思う。 
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３．その他 

●会長 

  次に，その他で何かございますか。 

 

●事務局 

  今後の予定でございます。 

本日ご審議いただきました内容について，事務局にて早急に所要の修正を行い，修

正後の素案をもって，パブリックコメントを実施してまいりたいと考えております。

また，修正後の素案について，さらに市議会へも報告を行い，パブリックコメントの

結果および市議会での意見等を踏まえて「坂出市まちづくり基本構想（案）」を取り

まとめてまいりたいと考えております。そして，「坂出市まちづくり基本構想（案）」

について，再度，当審議会にお示しし，最終的な答申をいただく中，最終案をとりま

とめ，市議会３月定例会に議案として提出いたします。 

したがいまして，今後，パブリックコメント終了後の２月の早い時期に第４回審議

会を開催いただき，基本構想（案）のご審議をお願いいたしたいと存じます。今の開

催予定といたしましては，２月１０日（水）の午前１０時からを予定しております。 

なお，本日のご意見を踏まえた素案の修正については，事務局に一任いただきます

ようお願いいたします。 

 

４．閉会 

●会長 

  それでは，時間も相当経過しておりますので，本日の審議会はここで終了させてい

ただきます。 

  なお，次回の審議会につきましては，後日，事務局より案内状を送付させていただ

きますので，よろしくお願いいたします。 

  以上で，第３回坂出市まちづくり基本構想審議会を終了いたします。ご協力，あり

がとうございました。 


